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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　事　次　第議　事　次　第

　　1.1.　開　会　開　会

　　2.2.　挨　拶　挨　拶

　　3.3.　委員紹介　委員紹介

　　4.4.　議　事　　　議　事　　

　　（１）「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」設立趣旨について　　（１）「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」設立趣旨について

　　（２）「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」規約（案）について　　（２）「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」規約（案）について

　　（３）　　（３） 鶴田ダムの洪水調節について鶴田ダムの洪水調節について

　　（４）　　（４） ダム放流時における情報提供についてダム放流時における情報提供について

　　（５）　　（５） 洪水操作方法の見直し及び情報提供のあり方について洪水操作方法の見直し及び情報提供のあり方について

　　（６）「地域の方々との意見交換」について　　（６）「地域の方々との意見交換」について

　　5.5.　閉　会　　　　　　　　　　　　　　閉　会　　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　検　　討　　会　　
　

　　①鶴田ダム洪水調節の検証
　　②洪水調節方法の見直しの可能性
　　③情報提供のあり方
　　　　　　　　　　　　　　　　について意見の集約　
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地域の方々との意見交換の反映方法





１８日２１時～２３日１３時までの総雨量は９６９mm
（ダム上流域流域平均雨量）累加雨量
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ダムがほぼ満杯となったため、
ダムへの流入量と下流への放
流量を同じにする操作

7/20　22:16
洪水調節開始

今回の出水において、鶴田ダムで約7,５００万m3
（東京ドーム約６０個分）の洪水を貯留し、ダム下流
の河川に流れる水量を少なくして洪水被害を軽減

計画規模を超える洪水時操作へ移行
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7月20日 7月21日 7月22日 7月23日

ダムへの最大流入量
４，０４３m3/s

Ⅰ　平成Ⅰ　平成1818年年77月洪水における鶴田ダム洪水調節の検証月洪水における鶴田ダム洪水調節の検証

平成18年７月洪水は、既往最大の洪水で計画規模を超える洪水時の操作を行いました。



図　　計画洪水と主要洪水に対する最大流入量の比較 図　　計画洪水と主要洪水に対する総流入量の比較

・今回の降雨は、５日間で川内川流域の年総雨
　量の約40％、全国平均の年総雨量の約70％が

　降ったことになります。
・今回の洪水は、最大流入量の規模が計画洪水
　よりもやや小さい洪水でしたが、大きな洪水
　が長時間継続したため、ダムに流入してきた
　総流入量が非常に大きな量となりました。
　(計画に対する流入量は約0.9倍、総流入量は約2.3倍)

・このように計画の最大流入量よりも小さい流
　入量であっても、総流入量が計画流量を上回
　れば、計画規模を超える洪水時の操作を行わ
　なければならない場合が生じます。
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浸水範囲

鹿児島県
洪水後（７月２５日　１０時時点）

川内川　右岸　２４k６００　
薩摩川内市南瀬地区

洪水時（７月２３日　１５時時点）

川内川　右岸　３７k４００
さつま町虎居地区

洪水時（７月２３日　１０時時点）

川内川　右岸　２４k６００
薩摩川内市南瀬地区

洪水時（７月２４日　１２時時点）

川内川　右岸　４１k４００
さつま町柏原地区

7

樋渡川

図　　ダム下流域における浸水範囲（実績）

※内水被害を含む。※内水被害を含む。

平成平成1818年７月洪水における浸水被害範囲を以下に示します。年７月洪水における浸水被害範囲を以下に示します。
ダム下流域については、ダムがあった場合の浸水被害範囲を示しています。ダム下流域については、ダムがあった場合の浸水被害範囲を示しています。



えびの市
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羽
月
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宮崎県

鹿児島県

洪水時（７月２４日　１３時時点）

川内川　右岸　６７k５００
菱刈町前目地区

洪水時（７月２２日　１３時時点）

川内川　左岸　８８k６００
湧水町栗野地区

洪水後（７月２２日　１９時時点）

羽月川　右岸　１k２００
大口市堂崎地区

洪水後（７月２２日　１７時時点）

川内川　左岸　９５k８００
湧水町中津川地区

洪水後（７月２３日　１６時時点）

川内川　右岸　１０１k９５０
えびの市水流地区

6

※全壊、半壊は含まない。

浸水範囲

図　　ダム上流域における図　　ダム上流域における浸水範囲（実績）範囲（実績）

※内水被害を含む。※内水被害を含む。



平成18年７月洪水時に鶴田ダムで洪水調節を実施しなかった場合の浸水面積・浸水戸

数・想定被害額を推定しました。

■　推定イメージ■　推定イメージ

ダムの効果量は、洪水調節を実施しなかった場合の推定値とダムで洪水調節を実施した実績
概略値との比較を行い、ダムの効果量を算定しています。
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■推定結果①
　ダムで洪水調節をしなかった場合、浸水面積では約130ha増、浸水戸数では約870戸増、
想定被害額は約270億円増となったと推定されます。

■推定結果②
　ダムで洪水調節をしなかった場合、さらに湛水深が深くなり、床上浸水家屋が約580戸増

加したと推定されます。



宮之城観測所水位比較（2006.7.22）
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約2.5m

7/21 7/22

約4時間
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計画高水位　8.74m

宮之城地点の水位状況

鶴田ダムの洪水調節によって、ダム下流河川水位を低下させ、被害を軽減出来た

ものと考えています。

・今回の洪水では、ダムの洪水調節

　効果により、宮之城地点の水位を

　ダムが無かった場合と比較して、

　約 1.3m 低下させることができた

　と想定しています。

・宮之城地点の水位が最高となる時

　間を4時間程度、遅らせる事ができ

　たと想定しています。

・洪水調節に入れば、ダムに入って

　くる量以上にダムから放流する事

　はありませんので、今回も鶴田ダ

　ムの洪水調節によって被害が軽減

　出来たものと考えています。

1.3m







鶴田ダムなし（推定）鶴田ダムなし（推定）

■平成■平成1818年年77月洪水月洪水
　　　　　　の被害状況　　　　　　の被害状況

４．庄込地区（戸田）４．庄込地区（戸田）

最大浸水深　最大浸水深　 約約2.02.0～～3.03.0mm

浸水面積　　浸水面積　　 約約5.65.6haha

浸水家屋数　浸水家屋数　 数戸数戸

※内水被害を除く。

※写真は、1/2,500地形図に代表的
　な洪水痕跡水深を重ねて作成し
　た図面をもとに作成しています。



５．南瀬地区（司野下）５．南瀬地区（司野下）

鶴田ダムあり鶴田ダムあり((実績）実績）

■平成■平成1818年年77月洪水月洪水
　　　　　　の被害状況　　　　　　の被害状況

最大浸水深　約最大浸水深　約2.02.0～～3.03.0mm

浸水面積　　浸水面積　　 約約32.632.6haha

浸水家屋数　数戸浸水家屋数　数戸

※内水被害を除く。

※写真は、1/2,500地形図に代表的
　な洪水痕跡水深を重ねて作成し
　た図面をもとに作成しています。



５．南瀬地区（司野下）５．南瀬地区（司野下）

■平成■平成1818年年77月洪水月洪水
　　　　　　の被害状況　　　　　　の被害状況

最大浸水深　約最大浸水深　約3.03.0～～4.04.0mm

浸水面積　　浸水面積　　 約約36.136.1haha

浸水家屋数　数戸浸水家屋数　数戸

鶴田ダムなし（推定）鶴田ダムなし（推定）

※内水被害を除く。

※写真は、1/2,500地形図に代表的
　な洪水痕跡水深を重ねて作成し
　た図面をもとに作成しています。



１２．山崎地区（山崎）１２．山崎地区（山崎）

鶴田ダムあり鶴田ダムあり((実績）実績）

■平成■平成1818年年77月洪水月洪水
　　　　　　の被害状況　　　　　　の被害状況

最大浸水深　約最大浸水深　約2.02.0～～3.03.0mm

浸水面積　　浸水面積　　 約約3.93.9haha

浸水家屋数　約浸水家屋数　約8080戸戸

※内水被害を除く。

※写真は、1/2,500地形図に代表的
　な洪水痕跡水深を重ねて作成し
　た図面をもとに作成しています。

※支川流入のみによる被害は考慮
　していません。



１２．山崎地区（山崎）１２．山崎地区（山崎）

■平成■平成1818年年77月洪水月洪水
　　　　　　の被害状況　　　　　　の被害状況

最大浸水深　約最大浸水深　約3.03.0～～4.04.0mm

浸水面積　　浸水面積　　 約約14.514.5haha

浸水家屋数　約浸水家屋数　約120120戸戸

鶴田ダムなし（推定）鶴田ダムなし（推定）

※内水被害を除く。

※写真は、1/2,500地形図に代表的
　な洪水痕跡水深を重ねて作成し
　た図面をもとに作成しています。

※支川流入のみによる被害は考慮
　していません。



１３．須杭・二渡地区（二渡）１３．須杭・二渡地区（二渡）

鶴田ダムあり鶴田ダムあり((実績）実績）

■平成■平成1818年年77月洪水月洪水
　　　　　　の被害状況　　　　　　の被害状況

最大浸水深　約最大浸水深　約2.02.0～～3.03.0mm

浸水面積　　浸水面積　　 約約36.436.4haha

浸水家屋数　約浸水家屋数　約4949戸戸

※内水被害を除く。

※写真は、1/2,500地形図に代表的
　な洪水痕跡水深を重ねて作成し
　た図面をもとに作成しています。



１３．須杭・二渡地区（二渡）１３．須杭・二渡地区（二渡）

■平成■平成1818年年77月洪水月洪水
　　　　　　の被害状況　　　　　　の被害状況

最大浸水深　約最大浸水深　約3.03.0～～4.04.0mm

浸水面積　　浸水面積　　 約約50.850.8haha

浸水家屋数　約浸水家屋数　約140140戸戸

鶴田ダムなし（推定）鶴田ダムなし（推定）

※内水被害を除く。

※写真は、1/2,500地形図に代表的
　な洪水痕跡水深を重ねて作成し
　た図面をもとに作成しています。



１４．虎居地区（宮之城右岸）１４．虎居地区（宮之城右岸）

鶴田ダムあり鶴田ダムあり((実績）実績）

■平成■平成1818年年77月洪水月洪水
　　　　　　の被害状況　　　　　　の被害状況

最大浸水深　約最大浸水深　約3.03.0～～4.04.0mm

浸水面積　　浸水面積　　 約約40.640.6haha

浸水家屋数　約浸水家屋数　約550550戸戸

※内水被害を除く。

※写真は、1/2,500地形図に代表的
　な洪水痕跡水深を重ねて作成し
　た図面をもとに作成しています。



１４．虎居地区（宮之城右岸）１４．虎居地区（宮之城右岸）

■平成■平成1818年年77月洪水月洪水
　　　　　　の被害状況　　　　　　の被害状況

最大浸水深　約最大浸水深　約4.04.0m m ～～

浸水面積　　浸水面積　　 約約48.148.1haha

浸水家屋数　約浸水家屋数　約860860戸戸

鶴田ダムなし（推定）鶴田ダムなし（推定）

※内水被害を除く。

※写真は、1/2,500地形図に代表的
　な洪水痕跡水深を重ねて作成し
　た図面をもとに作成しています。



１６．時吉地区１６．時吉地区

鶴田ダムあり鶴田ダムあり((実績）実績）

■平成■平成1818年年77月洪水月洪水
　　　　　　の被害状況　　　　　　の被害状況

最大浸水深　約最大浸水深　約2.02.0～～3.03.0mm

浸水面積　　浸水面積　　 約約11.111.1haha

浸水家屋数　約浸水家屋数　約5050戸戸

※内水被害を除く。

※写真は、1/2,500地形図に代表的
　な洪水痕跡水深を重ねて作成し
　た図面をもとに作成しています。



１６．時吉地区１６．時吉地区

■平成■平成1818年年77月洪水月洪水
　　　　　　の被害状況　　　　　　の被害状況

最大浸水深　約最大浸水深　約3.03.0～～4.04.0mm

浸水面積　　浸水面積　　 約約26.426.4haha

浸水家屋数　約浸水家屋数　約9090戸戸

鶴田ダムなし（推定）鶴田ダムなし（推定）

※内水被害を除く。

※写真は、1/2,500地形図に代表的
　な洪水痕跡水深を重ねて作成し
　た図面をもとに作成しています。



　　１７．柏原地区１７．柏原地区
　　　　　　　　　　（夜星川左・右岸）（夜星川左・右岸）

鶴田ダムあり鶴田ダムあり((実績）実績）

■平成■平成1818年年77月洪水月洪水
　　　　　　の被害状況　　　　　　の被害状況

最大浸水深　約最大浸水深　約2.02.0～～3.03.0mm

浸水面積　　浸水面積　　 約約80.680.6haha

浸水家屋数　約浸水家屋数　約100100戸戸

※内水被害を除く。

※写真は、1/2,500地形図に代表的
　な洪水痕跡水深を重ねて作成し
　た図面をもとに作成しています。







　Ⅱ－1　川内川の治水対策の変遷

Ⅱ　川内川の治水対策について

川内川の治水対策は、河川とダムの組み合わせにより実施しています。

■　昭和2年8月洪水を契機として昭和6年5月に直轄河川改修に着手しました。
（計画高水流量3,500m3/s）

■　昭和29年8月、32年7月洪水を契機として昭和34年10月に治水計画を策定しました。 このとき　
　　　に、鶴田ダムにより600m3/sを調節する計画とし、基準点川内の基本高水流量を4,100m3/s、
　　　計画高水流量を3,500m3/sとしました。

■　昭和35年度～昭和40年度の間に鶴田ダムを建設しました。このときの総貯水容量は12,300万
　　　m3、洪水調節容量は4,200万m3です。

■　昭和47年6,7月洪水等を契機として昭和48年3月に工事実施基本計画を改定しま した。この
　　ときに、鶴田ダムにおいては、2,200m3/sを調節する計画とし、基準点川内の基本高水流量を
　　9,000m3/s、計画高水流量7,000m3/sに変更しました。

■　工事実施基本計画の改定とあわせて、昭和48年6月に鶴田ダムの発電容量の買い取りを行い、
　　総貯水容量を12,300万m3、洪水調節容量を7,500万m3に変更しました。

□　現在、川内川水系について河川整備基本方針を検討中

基本高水流量　：　各河川毎に設定された計画規模の流量
計画高水流量　：　基本高水流量を河川と洪水調節施設等に配分した治水対策上の計画値
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これまでの主な洪水

吉松町

昭和47年7月6日洪水（梅雨前線）

吉松町

えびの市

■流域内各地で越流、内水被害が発生
■特に宮之城、鶴田地区は家屋流失被害甚大

平成5年8月1日洪水（豪雨）

平成9年9月16日洪水（台風）

■流域全体にわたって家屋浸水が発生

■栗野・吉松町に家屋浸水被害が集中

出水被害概況

中下流 上流

流　　量
川内地点
2,506m3/s

鶴田ダム
流入量

2,260m3/s

117戸

136戸

0戸

255戸

1,064戸

1,319戸

床上

床下

計

家屋全壊 14戸

440戸

335戸浸水
家屋

家屋半壊 68戸

家屋流失 118戸

775戸

宮之城町川原地区宮之城町湯田地区宮之城町湯田地区

吉松町 川内市街部 宮之城町

上流中下流

542戸

389戸

153戸

0戸

2戸

5戸

鶴田ダム
流入量

2,680m3/s

計

床下

床上

川内地点
3,131m3/s

17戸

浸水
家屋

34戸

4戸家屋全壊

2戸家屋半壊

51戸

0戸家屋流失

流　　量

出水被害概況

上流中下流

486戸

222戸

264戸

0戸

0戸

2戸

鶴田ダム
流入量

1,790m3/s

計

床下

床上

川内地点
2,238m3/s

0戸

浸水
家屋

1戸

1戸家屋全壊

0戸家屋半壊

1戸

0戸家屋流失

流　　量

出水被害概況

　　　：浸水区域

大口市

菱刈町

旧粟野町

えびの市

旧吉松町

旧川内市

旧樋脇町

旧入来町

旧東郷町

旧宮之城町

旧鶴田町

鶴田ダム

旧薩摩町

川内川

旧祁答院町

　　　：浸水区域

大口市

菱刈町

旧粟野町

えびの市

旧吉松町

旧川内市

旧樋脇町

旧入来町

旧東郷町

旧宮之城町

旧鶴田町

鶴田ダム

旧薩摩町

川内川

旧祁答院町

　　　：浸水区域

大口市

菱刈町

旧粟野町

えびの市

旧吉松町

旧川内市

旧樋脇町

旧入来町

旧東郷町

旧宮之城町

旧鶴田町

鶴田ダム

旧薩摩町

川内川

旧祁答院町



Ⅱ　川内川の治水対策について

目標とする治水安全度を考慮し、川内川の治水対策を推進しています。目標とする治水安全度を考慮し、川内川の治水対策を推進しています。

◆ 目標とする治水安全度

◆ 主な治水対策

下流部　：川内市街部改修

中下流部：鶴田ダム、川原地区改修、湯田地区改修

上流部　：菱刈捷水路，轟狭窄部開削

昭和40年7月,46年8月,47年6月洪水等を対象として、100

年に１回の確率で発生する洪水への対応を目標に、工事

実施基本計画を策定し、現況の上下流の流下能力を考慮

しながら段階的に河川改修を実施しています。

Ⅱ－2  現状の治水対策



曽木の滝

鶴田ダム
（洪水調節容量の増加）

基準：川内

栗 野

下 殿

昭和４７年以降の川内川の主な河川整備位置図



現在までに実施している川内川における主な河川整備内容

川
内
川

事業実施前

川内川

湯之尾捷水路：H11完

轟狭窄部：H15完

事業実施後
（川内川83k付近）

事業実施前

【川内川上流部】

川内市街部（引堤）：H5～

川
内
川

（川内川13k付近）

川内市街部河道掘削：H6完

川内川

（川内川15k付近）

鶴田ダム

【川内川下流部】 湯田地区（築堤）：H6完
（川内川43k付近）

6m

+1.5m H.W.L=15.13m

24/400

久住地区：H17～

川
内
川

（川内川25k付近）

（川内川80k付近）

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト

シ
ョ
ー
ト
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ッ
ト



Ⅱ－3  現行の河川とダムの組み合わせの考え方

・鶴田ダムにおいて4,600m3/sの流入量を2,400m3/sの放流量に
調節し、基準点川内において7,000m3/sとし、河口まで同量とする。

ダム

鶴田ダムは、洪水を調節しています。

Ⅱ　川内川の治水対策について

++

●
宮
都

●
川
内

河
口

鶴
田
ダ
ム

(3,500m3/s)
(2,400m3/s) 4,600m3/s

川内川計画高水流量図

[9,000m3/s]
(7,000m3/s)

[ ]は基本高水流量

（　）は計画高水流量

大
橋

河道

築堤や河道掘削等で流下能力を向上させてい
ます。

築堤

河道掘削



Ⅲ－１　鶴田ダムの洪水調節ルールについて
Ⅲ　鶴田ダムの洪水調節方法について

　　◇　ダムによる洪水調節

鶴田ダムの洪水調節は、下流河川の状況を踏まえ効果的な洪水調節を行ってい鶴田ダムの洪水調節は、下流河川の状況を踏まえ効果的な洪水調節を行ってい
ます。ます。

洪水調節

流入＝放流流入＝放流 流入＞放流流入＞放流 流入＜放流流入＜放流

鶴田ダムは、ダムへの流入量より少ない水を放流し、その差をダムに貯留させ、下流

の河川の氾濫を軽減させる洪水調節の目的をもっています。



　　　◇　鶴田ダムの洪水調節方式

川内川では、ダムと河川改修により治水を行っていますが、下流河川の状況を踏まえ、

中小洪水に対しても効果的な洪水調節が可能となるよう一定率一定量方式を採用して

います。

 
5,000

［ 流量］ (m3/s)

［時間］ 

4,000

3,000

2,000

1,000

最大流入量

最大放流量

4,600m3/s

2,400m3/s

600m3/s

V1=1,000万m3

V2=2,000万m3

V3= 3 , 5 0 0 万m3

流入量 

900m3/s

1,100m3/s

1 , 4 00m3/s

2,400m3/s

4,600m3/s

放流量

　　洪　水　調　節洪　水　調　節

：：一定率放流一定率放流

：：一定量放流一定量放流

• 鶴田ダムの操作は、特定多目的ダム法第31条で定められた「操作規則」という

　マニュアルに従って洪水調節を行っています。



◇◇ 最大流入、放流量の発生回数・発生頻度最大流入、放流量の発生回数・発生頻度

Ⅲ　鶴田ダムの洪水調節方法について

Ⅲ-2　過去の洪水に対する洪水調節の検証について過去の洪水に対する洪水調節の検証について
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図　　　既往経験出水に対する段階毎流量の洪水発生回数

ダム地点ダム有り放流量
(最大放流量)

ダム地点ダム無し流量
　(最大流入量)

(回) 洪水量を低減

　ダムは、ダム地点の流入量を貯水池に貯留し、その一部を放流量として放流する事に　ダムは、ダム地点の流入量を貯水池に貯留し、その一部を放流量として放流する事に
　よって、洪水量を大きく低減します。　よって、洪水量を大きく低減します。

　　　　表　　既往経験出水による各段階毎（最大流入量）の洪水発生日数

最大流入量 発生回数 発生頻度

600m3/s≦Ｑ （95 回） （約　2.3 回／年）

600m
3
/s≦Ｑ＜900m

3
/s 33 回 約　0.8 回／年

900m3/s≦Ｑ＜1,100m3/s 20 回 約　0.5 回／年

1,100m
3
/s≦Ｑ＜1,400m

3
/s 16 回 約　0.4 回／年

1,400m3/s≦Ｑ＜2,400m3/s 24 回 約　0.6 回／年

2,400m
3
/s≦Ｑ 1回 約 0.02 回／年

　　　表　　既往経験出水による各段階毎（最大放流量）の洪水発生日数

最大放流量 発生回数 発生頻度

600m3/s≦Ｑ （95 回） （約　2.3 回／年）

600m3/s≦Ｑ＜900m3/s 64 回 約　1.6 回／年

900m3/s≦Ｑ＜1,100m3/s 17 回 約　0.4 回／年

1,100m3/s≦Ｑ＜1,400m3/s 11 回 約　0.3 回／年

1,400m3/s≦Ｑ＜2,400m3/s 2 回 約　0.05 回／年

2,400m3/s≦Ｑ 1 回 約 0.02 回／年



・上記の洪水から、近年の代表洪水を抽出し、洪水調節の検証結果を示します。・上記の洪水から、近年の代表洪水を抽出し、洪水調節の検証結果を示します。((記者発表速報値記者発表速報値))
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平成18年7月洪水

◇　過去の洪水に対する洪水調節の検証◇　過去の洪水に対する洪水調節の検証

図　　洪水調節実績図

　鶴田ダムは、ダムの運用開始後(41年間)、95回の洪水調節を行っています。　　

表　　抽出洪水一覧

年　月　日
総雨量
(mm)

最多時間雨量
(mm)

最高貯水位
(EL.m)

最大流入量

(m
3
/s)

最大放流量
(m3/s)

調節量
(m3/s)

最大流入時放流量
(m3/s)

平成16年8月30日 397.0 40.0 141.47 1,702 1,081 805 897
平成16年9月7日 392.0 35.0 147.64 1,820 1,005 923 897
平成17年9月4日 519.0 49.0 151.80 2,181 1,104 1,087 1,094

近年代表洪水近年代表洪水



◇鶴田ダムにおける平成16年8月30日洪水の洪水調節

◇平成◇平成1616年年88月月3030日洪水について　日洪水について　((記者発表速報値記者発表速報値))

　　　　　　　　　流入量の「約　　　　　　　　　流入量の「約5353％」を鶴田ダムで洪水調節％」を鶴田ダムで洪水調節



○ 鶴田ダムから見た洪水調節

　・ピーク時の流量1,720ｍ3/sを洪水調節により805ｍ3/sまで（約53％カット）低減

　　させています。

　・洪水調節により、鶴田ダムに2,060万ｍ3の水を貯留しました。

○ 下流河川から見た洪水調節効果

　　　鶴田ダムの洪水調節により宮之城観測地点では、もしダムが無かった場合と

　　比較するとピーク時の水位が約1.6ｍ程度低下したと推測されます。

宮之城地点　ダムあり（実績）・なし水位推定図（Ｈ宮之城地点　ダムあり（実績）・なし水位推定図（Ｈ16.8.3016.8.30洪水）洪水）

1.6m



◇鶴田ダムにおける平成16年9月7日洪水の洪水調節

◇平成◇平成1616年年99月月77日洪水について　日洪水について　((記者発表速報値記者発表速報値))

　　　　　　　流入量の「約　　　　　　　流入量の「約5151％」を鶴田ダムで洪水調節％」を鶴田ダムで洪水調節



○ 鶴田ダムから見た洪水調節

　・ピーク時の流量1,820ｍ3/sを洪水調節により820ｍ3/sまで（約51％カット）低減

　　させています。

　・洪水調節により、鶴田ダムに1,939万ｍ3の水を貯留しました。

○ 下流河川から見た洪水調節効果

　・鶴田ダムの洪水調節により宮之城観測地点では、もしダムが無かった場合と比較

　　するとピーク時の水位が約1.5ｍ程度低下したと推測されます。

宮之城地点　ダムあり（実績）宮之城地点　ダムあり（実績） ・なし水位推定図（Ｈ・なし水位推定図（Ｈ16.9.716.9.7洪水）洪水）

1.5m



◇鶴田ダムにおける平成17年9月6日洪水の洪水調節

◇平成◇平成1717年年99月月66日洪水について　日洪水について　((記者発表速報値記者発表速報値))

　　　　　　　　流入量の「約　　　　　　　　流入量の「約5050％」を鶴田ダムで洪水調節％」を鶴田ダムで洪水調節



○ 鶴田ダムから見た洪水調節

　・ピーク時の流量2,181ｍ3/sを洪水調節により1,094ｍ3/sまで（約50％カット）低減させ

　　ています。

　・洪水調節により、鶴田ダムに4,364万ｍ3の水（25ｍプール約300年分）を貯留しました。

○ 下流河川から見た洪水調節効果

　・鶴田ダムの洪水調節により宮之城観測地点では、もしダムが無かった場合と比較する

　　とピーク時の水位が約1.2ｍ程度低下したと推測されます。

宮之城地点　ダムあり宮之城地点　ダムあり（（実績）実績） ・なし水位推定図（Ｈ・なし水位推定図（Ｈ17.917.9洪水）洪水）

1.2m



（1） 気象概況（雨量）

平成１８年７月１８日１７：００～７月２３日１３：００の総雨量

平成１８年７月２２日９：００～１０：００の時間雨量

レーダー観測による雨量
（平成１８年７月２１日１９：００現在）

Ⅳ　平成　平成1818年年77月洪水における鶴田ダム操作について月洪水における鶴田ダム操作について
Ⅳ-1　気象概況：（降水量・河川水位等）

・7月18日から23日にかけての総雨量は、川
　内川の上流域が多くなっています。

・さつま町では宮之城水位が急激に上昇を　
　始めた22日9時から10時にかけて時間雨量
　80ミリを超す集中豪雨となっています。



（2） 降雨・水位の状況

５日間で
約1,200mm

約70％ 約40％

全国平均 川内川流域

　　　※川内川流域（出典：国土開発調査会刊「河川便覧2004」）
　　　※全国平均（出典：(財)水資源協会「日本の水2005」）
　　　　　1971～2000年の平均

西ノ野
（国土交通省）

既往最大降雨量を超過した
雨量観測所位置図

今回の洪水に起因した総雨量（㎜）

既往最大総雨量（㎜）

大口
997

694

青木
1036

451

西ノ野1165

743

京町 1084

689

針持
971

636

栗野岳

902
751

柳野
952

524

祁答院

708

363

宮之城

724

473

平川

899
751

役田

705
611

山田

山神

五女木

北方

狩宿

栗野

満谷

八ヶ峰

万年青平
山野

鶴田

川内

入来

白鳥

年総雨量と今回の洪水に起因した総雨量（西ノ野観測所）との比較

Ⅳ　平成　平成1818年年77月洪水における鶴田ダム操作について月洪水における鶴田ダム操作について

Ⅳ-1　気象概況：（降水量・河川水位等）

・川内川流域においては、既往 大の洪水が発生した総雨量を超える雨を２５観測所
　中２０観測所で記録しました。
・たった５日間で川内川流域の年総雨量の約４０％、全国平均の年総雨量の７０％が
　降ったことになります。



川内
久見崎

湯之尾

飯野

水防警報対象観測所の観測水位一覧表
：既往 高水位を
超過した観測所

既往最高水位を超過した
観測所位置図

荒田

9.65

8.39

上真幸

6.85
6.44

吉松

8.72
8.15

栗野橋

7.29
7.27

花北

8.74※

7.90

鈴之瀬

8.10

7.02

宮之城

11.66

8.10※

湯田

10.27
9.10

斧渕

9.779.63

倉野橋

11.19※
8.56

真幸

5.54
5.02

※１：痕跡水位よる推定値
※２：推定値

　 　 指定 警戒 危険 計画 最高水位

河川名 観測所名 水位 水位 水位 水位 水位
　 　 ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

7月22日 　
14:20 　

　 7月22日 　
　 15:50 　

7月22日 　
16:00 　

7月22日 　
18:40 　

　 7月22日
　 　

7月22日 　
22:10 　

　 7月22日
　 　

8.74 痕跡水位7.50 羽月川 花　北 4.00 4.50 

6.03 川内川 川　内 3.70 4.70 5.30 6.99 

11.19 痕跡水位11.53 川内川 倉野橋 4.00 5.40 

11.66 川内川 宮之城 3.10 4.60 6.60 8.74 

7.29 川内川 栗野橋 3.00 4.00 6.20 7.15 

8.72 8.30 川内川 吉　松 3.50 5.00 

5.54 川内川 真　幸 2.40 3.30 4.00 5.75 

日時
摘　　要

今回の最高水位（ｍ）

既往最高水位（ｍ）

　川内川流域においては、全水位観測所１５箇所のうち１１箇所で既往 高水位を記
　録しました。



　(3) 鶴田ダムにおける雨量と流入量の関係
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Ⅳ　平成　平成1818年年77月洪水における鶴田ダム操作について月洪水における鶴田ダム操作について

Ⅳ-1　気象概況：（降水量・河川水位等）

・平成18年7月洪水では大きな降雨の山が５回発生しており、鶴田ダムの 大流入量
　は4,043m3/sに達しました。（平成5年8月洪水の約1.5倍）



Ⅳ－2　鶴田ダムによる洪水調節状況について

Ⅳ　平成　平成1818年年77月洪水における鶴田ダム操作について月洪水における鶴田ダム操作について

①今回のような未曾有では、計画規模を超える洪水時の操作が必要①今回のような未曾有では、計画規模を超える洪水時の操作が必要

・「計画規模を超える洪水時の操作」を行うこととなった理由は、鶴田ダムで確保し　
　ている洪水調節量7,500万m3を上回る記録的な豪雨によるものです。

・ もし、計画規模を超える洪水時の操作をせずにダムを越流させて流すとなると、　
　鶴田ダムが決壊するということはありませんが、ダムから越流した水で両岸の山　
　が洗掘されたり、ゲート等に損傷を与えたりするなど、適正なダム操作ができなく
　なる恐れが出てきます。

・ そのため残りの洪水調節容量を有効に活用しながら、ダム湖への流入分と同じ　
　量を下流へ放流する操作に移行する「計画規模を超える操作」を実施したもので　
　す。
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▽予備放流水位（EL131.40m）

▽貯水位(m)

▽満水位(160.0m）
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7/21
0：00 12：00 12：00 12：00

7/22
0：00

7/23
0：00

洪水調節開始
20日22:16
601 m3/s

▽▽ 貯水位（貯水位（mm））

2222日日1010時の予測で貯水位時の予測で貯水位
がが162.4162.4mmとなる予測。そのとなる予測。その

後、後、11時間毎の予測も同様時間毎の予測も同様

であった。であった。

2222日　日　1414：：4040　計画規模　計画規模

を超える洪水時の操作を超える洪水時の操作

図　　平成１８年７月洪水時のダム流入量、放流量および貯水位図図　　平成１８年７月洪水時のダム流入量、放流量および貯水位図



②② 鶴田ダムでは洪水前に貯水位を下げる予備放流を実施鶴田ダムでは洪水前に貯水位を下げる予備放流を実施

Ⅳ　平成　平成1818年年77月洪水における鶴田ダム操作について月洪水における鶴田ダム操作について

Ⅳ－2　鶴田ダムによる洪水調節状況について

･ 鶴田ダムの洪水調節容量は7,500万m3、貯水位は131.4mであり、それ以　

　下の貯水容量は発電側が権利を有しています。

･ 今回の平成18年7月洪水のように、梅雨前線がこれほど長時間に停滞し、

　記録的な豪雨になる予測はできませんでしたので、さらに貯水位を131.4

　m以下に下げる事はしませんでした。

・平成18年7月20日に気象台から発表された予測雨量からも豪雨になる予測

　はできませんでした。

近の主洪水と比較した場合、平成18年7月洪水の総雨量は他洪水に比較し

て大きい洪水となっています。

　　

1時間雨量 24時間雨量

7月20日 7時15分 40㎜ 180㎜

7月20日 10時55分 40㎜ 発表なし

7月20日 16時25分 40㎜ 180㎜

7月20日 20時50分 60㎜ 180㎜

気象台発表日時

総雨量 最多時間雨量

(㎜) (㎜)

327 41

808 33

649 27

264 37

410 32

969 49平成18年7月18日～7月26日

平成 5年7月31日～8月8日

平成 9年7月6日～7月14日

日　　　　　　　　付

平成元年7月27日～7月30日

平成16年9月6日～9月8日

平成17年9月4日～9月9日
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図　　平成１８年７月洪水時のダム流入量、放流量および貯水図図　　平成１８年７月洪水時のダム流入量、放流量および貯水図



③③ ダムは下流河川の状態を十分勘案し、操作を実施ダムは下流河川の状態を十分勘案し、操作を実施

Ⅳ　平成　平成1818年年77月洪水における鶴田ダム操作について月洪水における鶴田ダム操作について

Ⅳ－2　鶴田ダムによる洪水調節状況について

・　ダム放流量はダムへの流入量によって設定しています。
・　ダム流入量が大きくなるにつれて、放流量も大きくしていきますが、現在の気象データからは流
　　入量を予測することは難しいものです。

・　主要洪水の洪水調節概要は、下表のとおりです。

・　上記の3洪水は、規模別に大中小に区分できますが、いずれの洪水も段階的操作を行ってい　
　 ます。これは、予測雨量を使って次にどのような洪水になるかを予測することが難しいため、ダ
　 ム放流量は下流河川の状態を十分に勘案した操作を常に実施することになります。

・　もし、平成18年７月洪水で、二山目の時に放流量を増やした場合、三山目のような大規模洪水
　 に対しては、容量確保に有効に働きますが、平成18年7月洪水の二山目が平成16年9月洪水の
　 ような規模で終わった場合は、下流河川に対して過放流の結果を招くことになります。

予測（気象台） 実　　　　　績

8月1日 18:50発表

平成5年8月洪水 1時間雨量　60㎜以上

総雨量　　　700㎜以上

9月6日 22:30発表

平成16年9月洪水 1時間雨量　80㎜以上

24時間　　　500㎜

平成18年7月洪水
二山洪水

(最大流入量＝4,043m3/s)

7月22日 5:35発表
24時間　　　250㎜

24時間 465㎜

二山洪水

(最大流入量＝2,682m3/s)

1時間    37㎜
24時間 436㎜

1時間    37㎜
24時間 437㎜

二山洪水

(最大流入量＝2,682m3/s)

洪水波形
雨　　　　　　　　　　量

 約4,500万m3

約2,000万m3

約7,500万m3

洪水調節容量
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洪水調節終了

洪水調節開始量（600m 3/s)

▽制限水位(135.0m）

計画高水流量（4,600m
3
/s）

▽貯水位(m)

最大流入量

2、682m
3
/s

▽満水位(160.0m）

7/31 8/1 8/2 8/3 8/4 8/5

平成5年8月洪水は平成18年7月洪水のような二山洪水であったが、洪水規
模が平成18年7月洪水よりも小さかったため、洪水調節容量は約4,500万m3

で終了した。
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図　　平成１８年７月洪水時のダム流入量、放流量および貯水図図　　平成１８年７月洪水時のダム流入量、放流量および貯水図

平成平成1818年年77月洪水時の操作も、予測雨量からは今回のような豪雨になるとは予想できなかったので、月洪水時の操作も、予測雨量からは今回のような豪雨になるとは予想できなかったので、

操作規則に従って、各段階毎に放流量を増やした操作を行っています。しかし、次に予想以上の洪操作規則に従って、各段階毎に放流量を増やした操作を行っています。しかし、次に予想以上の洪
水が来たため、計画規模を超える異常洪水時の操作を行うことになりました。もし、後の大規模洪水が来たため、計画規模を超える異常洪水時の操作を行うことになりました。もし、後の大規模洪
水のために、水のために、A A 付近から放流量を増大すれば、付近から放流量を増大すれば、7,5007,500万万mm33の洪水調節容量は有効に使えることにの洪水調節容量は有効に使えることに
なりますが、なりますが、B B 付近から洪水が平成付近から洪水が平成1616年年99月洪水のように終了した場合は、月洪水のように終了した場合は、 A A ～～ B B 間で過放流と間で過放流と

なり浸水被害を早めることも想定されます。なり浸水被害を早めることも想定されます。

各段階に毎に操作各段階に毎に操作

A

B



■　平成18年7月洪水時の予測雨量等は以下の通りでした。

・　平成１８年７月洪水においても、降雨量の予測からは今回のような豪雨になるとは予測できませ
　　んでした。
・　鶴田ダム管理所において計画規模を超える洪水であると認識しはじめたのは、気象協会から7
　　月22日10時時点の6時間降雨量予測を入手したころです。

・　ダム管理所では、1時間毎に気象協会から鶴田ダムの流域の降雨予測をいただいており、この
　　降雨予測に基づきダムへの流入量を予測しています。

・　流入量の予測は「降雨量の予測」が重要です。現在の降雨予測は鶴田ダムに入ってくる流入　
　　量が確保できる精度はありません。ダムの操作は予測したデータで行うものではありません。

・　今回の洪水では、流入予測を行うことによって、「計画規模を超える洪水時の操作」に移行す　　
　 る予測情報を3時間前に関係機関に通知することができました。

大雨洪水警報発令 発令対象地区 警報解除

7月19日　22時00分 出水・伊佐、川薩・姶良 7月20日　6時50分　注意報へ切り替え

7月20日　20時50分 出水・伊佐、川薩・姶良 7月23日　14時25分　解除

予測した時間 予測雨量（6時間） 予測雨量（時間 大）

7月22日　7時 78mm 19mm

7月22日　8時 96mm 22mm

7月22日　9時 143mm 37mm

7月22日　10時 268mm 54mm

実績（H18.7） 211mm 49mm

【【大雨洪水警報発令状況】大雨洪水警報発令状況】

【鶴田ダム流域の降雨予測（気象協会から入手）】【鶴田ダム流域の降雨予測（気象協会から入手）】

予測した時間 予測雨量（24時間） 実測雨量（24時間）

7月21日11時42分 180mm 387mm

7月21日16時30分 150mm 473mm

7月21日20時38分 200mm 421mm

7月21日23時32分 200mm 402mm

7月22日 5時35分 250mm 465mm

【気象台発表情報】【気象台発表情報】



④④ 鶴田ダムでは、洪水調節を実施し、下流河川の急激な水位上昇を抑制鶴田ダムでは、洪水調節を実施し、下流河川の急激な水位上昇を抑制

Ⅳ　平成　平成1818年年77月洪水における鶴田ダム操作について月洪水における鶴田ダム操作について

Ⅳ－2　鶴田ダムによる洪水調節状況について

湯田水位観測所および宮之城観測所で、7/22の9：30頃に最も大きな水位
上昇が観測されました。
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湯田地点及び宮之城地点は、鶴田ダムからの放流量と途中の支川からの
流量によって、水位が上昇します。

鶴田ダム～宮之城水位観測所位置



湯田地点の水位はダム放流量と下流支川により上昇していま

す。







◇　宮之城地点の水位上昇量について◇　宮之城地点の水位上昇量について

宮之城地点横断面図

・ 宮之城地点の水位の上昇が最も大きかった

　時刻は、7月22日9時30分から10時50分まで

　で、水位は5.57mから8.10mへと、2.53mの水位

　上昇が観測されました。

・ 流量に換算すると、約1,650m3/sから2,770

　m3/sへ増加し、1,120 m3/sの増量となって

　います。

・この間にダムからの放流量は約1,290 m3/s

　から約1,420 m3/sに増加し、130 m3/sの増

　量で、上昇水位に換算すると約0.25mでし

　た。



ダム放流時における情報提供についてダム放流時における情報提供について

情報表示板

警報局

警報車



１．水防警報の通知（通知系統図）

２．洪水予報の通知（通知系統図）

ホットライン

地

域

住

民

県土木部河川課

各土木事務所

各消防本部・局

川内川河川事務所

県土木部河川課

各土木事務所

各消防本部・局

陸上自衛隊

九電・ＮＴＴ

各市町村

各警察署

川内川河川事務所

鹿児島地方気象台

陸上自衛隊

県危機管理防災課

県警本部

報道機関

※共同発表

避
難
勧
告
等

水防団各市町村

各警察署

県危機管理防災課

気象注意報・警報、土砂災害警戒情報

出水時には、川内川河川事務所から水防警報・洪水予報を行います。

出水時における国土交通省の情報提供の現状についてⅠⅠ..



洪水予報、特別警戒水位情報区間及び水防警報対象観測所位置図

上流部洪水予報区間下流部洪水予報区間

特別警戒水位
情報区間

川内

倉野橋

宮之城 栗野橋

真幸

吉松

花北

　水防警報対象観測所 ７箇所水防警報

羽月川特別警戒水位情報

ダム～河口下流

上流～ダム上流

洪水予報

洪水に関する情報

ⅠⅠ.  .  出水時における国土交通省の情報提供の現状について出水時における国土交通省の情報提供の現状について



３．ダムからの放流通知（通知系統図）

地

域

住

民

さつま町（本庁・鶴田総合支所）

電源開発（株）・九州電力（株）

河川情報センター（ダム情報）

川内警察署・さつま警察署

鶴田ダム管理所 避
難
勧
告
等

薩摩川内市(本庁・東郷支所・樋脇支所)

さつま町消防本部

県川内土木事務所

FAXにて通知

河川利用者に直接情報提供 警報局（サイレン・放送等）：ダム下流域２５箇所

警報車（サイレン・放送等）：河川沿いに川内川河口まで

情報表示板（ダム情報）：ダム下流の利用の多い４箇所

ダムからの放流情報は、関係機関への通知及び河川利用者に直接情報提供
を行っています。

出水時における国土交通省の情報提供の現状について
ⅠⅠ.  .  出水時における国土交通省の情報提供の現状について出水時における国土交通省の情報提供の現状について



警報局・情報表示板位置図、及び警報車ルート図

警報車（河川沿い左右岸）

［　凡　例　］
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　警報局

　　　　　　　　　　情報表示板

　　　　　　　　　　警報車ルート　　　
　　　　　

鶴田ダム下流　：　警報局２５箇所

　　　　　　　　　　 情報表示板４箇所 情報表示板

警報局

警報車

ⅠⅠ.  .  出水時における国土交通省の情報提供の現状について出水時における国土交通省の情報提供の現状について



情報表示板表示例

○情報表示板表示例

鶴田ダム
洪水調節中

放流量
６００ｔ

鶴田ダム
異常洪水放流中
放流量増加中

鶴田ダム
洪水調節後

放流中放流量
７５０ｔ

洪水時（イメージ写真）

鶴田ダム
予備放流中

放流量
３００ｔ

鶴田ダム
洪水調節中

放流量
６００ｔ

洪水時表示内容例

ⅠⅠ.  .  出水時における国土交通省の情報提供の現状について出水時における国土交通省の情報提供の現状について



平成１８年７月洪水時の川内川河川事務所からの情報提供
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⑦ ⑧ ⑨ ⑩

川内川河川事務所の情報提供

　　水防警報　：　①～③・⑤

　　洪水予報　：　④・⑥～⑯

７月２０日１７：００から２３日１３：００の間で、宮之城水位観測所への水防警報を４回、及び下流河川への
洪水予報１２回を行いました。

水防警報　：　水防法第１６条に基づき、現在の水位、雨量等の情報を提供している。また、水防団出動の判断の目安となっている。　　　　　　
洪水予報　：　水防法第１０条に基づき、気象台と共同で現状の雨量、水位情報並びに今後の予測雨量、予測水位情報を提供している。また、
　　　　　　　　 避難勧告等の発令の目安となっている。

① ②
③

④
⑤

⑥
宮之城水位観測所

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑯⑮

Ⅱ.



平成１８年７月洪水時の川内川河川事務所からの情報提供

番号 通知種別 通知日時 内容

① 水防警報 ２０日　２３時５５分 水防警報　「待機：指定水位に達しました」

② 水防警報 ２１日　２０時００分 水防警報　「準備：警戒水位を突破すると思われる」

③ 水防警報 ２１日　２０時４５分 水防警報　「出動：警戒水位を超えてさらに上昇」

④ 洪水予報 ２１日　２１時２０分 洪水予報　「注意報：宮之城水位観測所が警戒水位に達する見込み」

⑤ 水防警報 ２１日　２２時００分 水防警報　「警戒：警戒水位を超えてまだ増水、水防体制強化」

⑥ 洪水予報 ２１日　２２時５０分 洪水予報　「注意報：宮之城水位観測所が危険水位に達する見込み」

⑦ 洪水予報 ２２日　２時５８分 洪水予報　「注意報：宮之城水位観測所では警戒水位が続く見込み、厳重な警戒」

⑧ 洪水予報 ２２日　８時２５分 洪水予報　「注意報：宮之城水位観測所では警戒水位が続く見込み、厳重な警戒」

⑨ 洪水予報 ２２日　１０時１５分 洪水予報　「注意報：宮之城水位観測所では危険水位を大幅に超える水位、厳重な警戒」

⑩ 洪水予報 ２２日　１１時３５分 洪水予報　「注意報：宮之城水位観測所では計画水位を大幅に超える水位、厳重な警戒」

⑪ 洪水予報 ２２日　１３時５８分 洪水予報　「警報：宮之城水位観測所は危険水位が続く、川内水位観測所は危険水位に達する見込み」

⑫ 洪水予報 ２２日　１６時５５分 洪水予報　「警報：宮之城水位観測所は計画水位が続く、川内水位観測所は計画水位に達する見込み」

⑬ 洪水予報 ２２日　２０時２０分 洪水予報　「警報：宮之城水位観測所は計画水位が続く、川内水位観測所は危険水位が続く見込み」

⑭ 洪水予報 ２３日　２時４０分 洪水予報　「警報：宮之城水位観測所は計画水位が続く、川内水位観測所は危険水位が続く見込み」

⑮ 洪水予報 ２３日　６時２０分 洪水予報　「警報：宮之城水位観測所は計画水位が続く、川内水位観測所は危険水位が続く見込み」

⑯ 洪水予報 ２３日　１１時２０分 洪水予報　「警報：宮之城水位観測所は計画水位が続く、川内水位観測所は危険水位が続く見込み」

○平成１８年７月洪水時における宮之城水位観測所における水防警報及び下流河川への洪水予報発令状況

ⅡⅡ. . 平成平成1818年７月洪水における情報提供実績年７月洪水における情報提供実績



平成１８年７月洪水時の川内川河川事務所からの情報提供
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川内川河川事務所の情報提供

　　水防警報　：　⑦～⑨・⑪

　　洪水予報　：　①～⑥・⑩・⑫～⑯

川内水位観測所
① ③ ④ ⑤

⑦
⑧

⑩

⑪
⑫ ⑬ ⑭ ⑯

⑨
（ T P . ）

７月２０日１７：００から２３日１３：００の間で、川内水位観測所への水防警報４回、及び下流河川への洪水
予報１２回を行いました。

水防警報　：　水防法第１６条に基づき、現在の水位、雨量等の情報を提供している。また、水防団出動の判断の目安となっている。　　　　　　
　　洪水予報　：　水防法第１０条に基づき、気象台と共同で現状の雨量、水位情報並びに今後の予測雨量、予測水位情報を提供している。ま
た、
　　　　　　　　 避難勧告等の発令の目安となっている。

② ⑥ ⑮

ⅡⅡ. . 平成平成1818年７月洪水における情報提供実績年７月洪水における情報提供実績



平成１８年７月洪水時の川内川河川事務所からの情報提供

番号 通知種別 通知日時 内容

① 洪水予報 ２１日　２１時２０分 洪水予報　「注意報：宮之城水位観測所が警戒水位に達する見込み」

② 洪水予報 ２１日　２２時５０分 洪水予報　「注意報：宮之城水位観測所が危険水位に達する見込み」

③ 洪水予報 ２１日　２時５８分 洪水予報　「注意報：宮之城水位観測所では警戒水位が続く見込み、厳重な警戒」

④ 洪水予報 ２２日　８時２５分 洪水予報　「注意報：宮之城水位観測所では警戒水位が続く見込み、厳重な警戒」

⑤ 洪水予報 ２２日　１０時１５分 洪水予報　「注意報：宮之城水位観測所では危険水位を大幅に超える水位、厳重な警戒」

⑥ 洪水予報 ２２日　１１時３５分 洪水予報　「注意報：宮之城水位観測所では計画水位を大幅に超える水位、厳重な警戒」

⑦ 水防警報 ２２日　１１時５５分 水防警報　「待機：指定水位に達しました」

⑧ 水防警報 ２２日　１２時５０分 水防警報　「準備：警戒水位を突破すると思われる」

⑨ 水防警報 ２２日　１３時３５分 水防警報　「出動：警戒水位を超えてさらに上昇」

⑩ 洪水予報 ２２日　１３時５８分 洪水予報　「警報：宮之城水位観測所は危険水位が続く、川内水位観測所は危険水位に達する見込み」

⑪ 水防警報 ２２日　１４時４０分 水防警報　「警戒：危険水位を超えてまだ増水、水防体制強化」

⑫ 洪水予報 ２２日　１６時５５分 洪水予報　「警報：宮之城水位観測所は計画水位が続く、川内水位観測所は計画水位に達する見込み」

⑬ 洪水予報 ２２日　２０時２０分 洪水予報　「警報：宮之城水位観測所は計画水位が続く、川内水位観測所は危険水位が続く見込み」

⑭ 洪水予報 ２３日　２時４０分 洪水予報　「警報：宮之城水位観測所は計画水位が続く、川内水位観測所は危険水位が続く見込み」

⑮ 洪水予報 ２３日　６時２０分 洪水予報　「警報：宮之城水位観測所は計画水位が続く、川内水位観測所は危険水位が続く見込み」

⑯ 洪水予報 ２３日　１１時２０分 洪水予報　「警報：宮之城水位観測所は計画水位が続く、川内水位観測所は危険水位が続く見込み」

○平成１８年７月洪水時における川内水位観測所における水防警報及び下流河川への洪水予報発令状況

ⅡⅡ. . 平成平成1818年７月洪水における情報提供実績年７月洪水における情報提供実績



平成１８年７月洪水時の鶴田ダムからの情報提供
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鶴田ダムから
の放流通知

鶴田ダム管理所より、７月２０日１７：００から２３日１３：００の間で、関係機関へ合計１４回
の情報提供（放流通知）を行いました。
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平成１８年７月洪水時の鶴田ダムからの情報提供

○平成１８年７月洪水時における鶴田ダムからの放流通知

番号 通知日時 内容

① ２０日２０時２０分 洪水調節を開始する予定

② ２０日２２時２５分 洪水調節を開始しました

③ ２１日　７時５５分 洪水調節を終了しました

④ ２１日１６時２０分 洪水調節を開始しました

⑤ ２１日１９時４０分
洪水調節状況と

今後の見込み　（22日1:00頃　流入量2300m3/s　・　放流量1100m3/s）

⑥ ２１日２２時３０分
洪水調節状況と

今後の見込み　（22日0:00頃　流入量2200m3/s　・　放流量1100m3/s）

⑦ ２２日　１時４０分
洪水調節状況（流入量ピーク）と

今後の見込み　（22日3:00頃　放流量1270m3/s）

⑧ ２２日　８時５５分
洪水調節状況と

今後の見込み　（放流量を約1400m3/sまで増やす見込み　・　22日13:00頃　最大流入量2220m3/s）

⑨ ２２日１０時４５分 計画規模を超える洪水時の操作に関する情報《３時間前》

⑩ ２２日１２時００分 鶴田ダムの今後の放流（予定）について

⑪ ２２日１３時３０分 計画規模を超える洪水時の操作に関する情報《１時間前》

⑫ ２２日１４時５０分 計画規模を超える洪水時の操作を開始しました

⑬ ２３日　４時５０分
洪水調節状況と

今後の見込み　（23日10:00頃　流入量3600m3/s　・　放流量3600m3/s）

⑭ ２３日１０時４５分 洪水調節状況（流入量ピーク）
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４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

鶴田ダムからの広報誌
　　おおつる湖だより
　　さつま町：2,175部　薩摩川内市：430部　その他：377部

○ ○ ○ ○

鶴田ダム、及び電源開発（株）からの広報誌
　　洪水の季節到来のチラシ
　　さつま町：5,900部　薩摩川内市：10,050部　その他：140部

○

鶴田ダム管理所ホームページ

川の防災情報（インターネット・携帯電話 ｉ モード）

洪水調節後の記者発表

○住民への情報提供

通年（随時更新）

通年

通年（洪水調節後、速やかに発表）

月

　

Ⅲ.　常時（日頃）の情報提供について





















洪水調節方法の見直し及び情報提供のあり方について　洪水調節方法の見直し及び情報提供のあり方について　

　　　　　　　①　洪水調節方法の見直しの可能性について　　　　　　　①　洪水調節方法の見直しの可能性について

　　

　　　　　　　②　情報提供のあり方について　　　　　　　②　情報提供のあり方について



　「地域の方々との意見交換」について　「地域の方々との意見交換」について　　

　　 記

1. 開催日時

　　　平成19年3月○日（○）　午後○時～午後○時

2.　開催場所

　　　宮之城文化センター

　　　　さつま町船木302番地

　　　　TEL　０９９６－５３－１７３２

3.　主な内容

　　・第1回、第2回検討会で議論された内容について説明

　　・一般住民（聴講者）からの意見・質問等に対する説明

4.　対　象

　　川内川流域に住まわれている方

5. 主　催

　　鶴田ダム管理所及び川内川河川事務所

6.　委　員　

　　オープン参加
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